
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

  雲 仙 市    問） 雲仙市役所環境政策課（電話 0957-47-7813） 

悪臭は、嗅覚という人間の感覚を直接刺激するものであるため、私たちの

日常生活にとって身近な社会問題であり、また、本市においても苦情が絶え

ない状況であることから、生活環境を保全し、住民の健康を保護することを

目的として、令和６年４月１日より悪臭防止法に基づく規制を行うこととな

りました。 

 悪臭防止法では、市がその自然的、社会的条件等を考慮し、規制地域の指

定、規制方式の選択、規制基準の設定を行うこととされており、本市におき

ましても、基幹産業である農業の振興やその他の特色も考慮し以下のとおり

定めました。 

 このことにより市は、事業活動に伴って基準を超える悪臭を発生している

工場や事業場に対し、悪臭防止法に基づく行政措置（改善勧告・改善命令・

罰則）を行うとともに、悪臭防止対策を強化・推進することにより、良好な

生活環境の保全を図ります。 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 
規制対象 

 
規制方式 

 
規制地域 

規制地域内のすべての工場・事業場が対象 

市内全域 

臭気指数による規制 

悪臭防止法では、規制方式を以下のいずれかを選択。 

 

①特定悪臭物質濃度による規制 

不快な臭いの原因となり、生活環境を損なうおそれ

のある物質であって政令で指定するアンモニア等の

特定悪臭物質２２物質のそれぞれの濃度で規制する

方法。 

②臭気指数による規制 

  人間の嗅覚によりにおいの程度を数値化したもの。 

 

臭気指数規制は、物質濃度による規制では対応できない

複合臭や規制の対象となっていない物質によるにおいにも

対応できる特徴があり、人間の嗅覚を用いて測定する方法

であるため、苦情の被害感情と一致しやすく、悪臭苦情に

対するのに優れた方法であると言えます。 

★臭気（指数）測定の様子 

回覧 



 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                 
 
 

臭気強度 判定の目安 
０ 無臭 
１ やっと感知できるにおい 
２ 何のにおいであるかわかる弱いにおい 
３ 楽に感知できるにおい 
４ 強いにおい 
５ 強烈なにおい 

《参考》臭気指数 
2.5︓10〜15 
3 ︓12〜18 
3.5︓14〜21 

 
規制基準 臭気指数 １５(敷地境界線上) 
臭気指数 １５ってどのくらいのにおい？ 

臭気の強さはなかなか表現しにくいのですが、悪臭防止法では、規制基準の

範囲は臭気強度 2.5～3.5（臭気指数に換算すると１０～２１）で定めること

と規定しています。 

臭気の強度は、下図のように６段階で示されており、臭気指数１５は、「何の

においであるかわかる弱いにおい」～「楽に感知できるにおい」の間、という

ことになります。 

《県内の他市町の例》 

 都市計画区域等の住宅集合地域：１３ 

 都市計画区域等の住宅集合地域のうち工業地域：１５ 

 
施行日 令和６年４⽉１⽇ 

規制基準の遵守を！ 
 市長は、工場その他の事業場を設置する者に対し、悪臭発生施設の運用の状況、悪臭物質の排

出防止設備の状況等について報告の徴収を求め、またはその職員に工場・事業場に対する立入検

査をさせることができます。（法第２０条） 

 なお、未報告、虚偽の報告をした者及び立入検査を拒み、妨げ、忌避した者については罰則が

科せられます。 

 規制地域内に工場その他の事業場を設置する者は規制基準を遵守する義務（法第７条）があ

り、次の両方に該当する場合、市長は改善勧告（法第８条第１項）を発動することができます。 

 この改善勧告に従わない場合は改善命令（法第８条第２項）を発動することができ、命令に違

反した者には罰則が科せられます。（１年以下の懲役又は１００万円以下の罰金） 

 
住民の生活環境が

損なわれている 

 
規制基準不適合 

改善 

勧告 
改善 

命令 
罰則 

 

悪臭等畜産環境問題に取り組まれる農業者の方へ 
光り輝く雲仙力アップ事業（畜産）において、地域環境衛生（悪臭等）に対応

する畜産施設の改善に要する経費について、令和６年４月から補助率、限度額

を拡充し支援します。ご活用ください。 

 補助率等 対象経費の１/２以内、限度額２００万円以内 

               お問合せ 農林課（電話 0957-47-7828） 


